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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水性ヘアケア組成物であって、
　該組成物の３０重量％～６０重量％の、３７．８℃で０．５ｍｍ2・ｓ-1～１０ｍｍ2・
ｓ-1の粘度を有する揮発性イソパラフィン、
　該組成物の１５重量％～４０重量％の、３７．８℃で１０ｍｍ2・ｓ-1～３０ｍｍ2・ｓ
-1の粘度、及び２５℃で０．８０～０．８４の相対密度を有する第１の不揮発性鉱油、及
び
　該組成物の５重量％～２０重量％の、３７．８℃で４５ｍｍ2・ｓ-1～１００ｍｍ2・ｓ
-1の粘度、及び２５℃で０．８４７～０．８９の相対密度を有する第２の不揮発性鉱油、
からなる基油を該組成物の６５重量％～９９．９重量％、並びに
　該組成物の０．１重量％～１５重量％の、２５℃で２００ｍｍ2・ｓ-1以上の粘度を有
する不揮発性シリコーンコンディショニング剤を含み、
　該不揮発性シリコーンコンディショニング剤が、式：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

［式中、Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキルであり、ａは１であ
り、ｎは１００～１，８００の数であり、ｍは０であり、Ｒ1は一般式ＣｑＨ2qＬ（式中
、ｑは２～８の値を有する整数であり、Ｌは－Ｎ（Ｒ2）2（式中、Ｒ2は、水素、フェニ
ル、ベンジル、又は飽和炭化水素基であり、Ａ-はハロゲン化物イオンである）である）
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に一致する一価の基である］を有するアミノシリコーンであり、
　該揮発性イソパラフィン対該第１及び第２の不揮発性鉱油の合計の重量比が、１：０．
５～１：１．５である、かつ
　該第１の不揮発性鉱油対該第２の不揮発性鉱油の重量比が、１：０．２～１：０．８で
ある、ヘアケア組成物。
【請求項２】
　Ｌが、－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2である、請求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項３】
　前記組成物が界面活性剤を含まない、請求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項４】
　前記組成物が着けたままにしておく（リーブオン）用途である、請求項１に記載のヘア
ケア組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、２５℃で２．０ＮＴＵ以下の濁度を有する、請求項１に記載のヘアケア
組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、（ａ）揮発性イソパラフィン、低い粘度及び密度を有する第１の不揮発性鉱
油、及び高い粘度及び密度を有する第２の不揮発性鉱油からなる基油を約６５重量％～約
９９．９重量％、及び（ｂ）不揮発性シリコーンコンディショニング剤を約０．１重量％
～約１５重量％、含む非水性ヘアケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒトの毛髪は、周囲の環境との接触や頭皮から分泌される皮脂のために汚れてくる。毛
髪が汚れると、毛髪は不潔な感触や魅力のない外観を呈するようになる。毛髪が汚れると
頻繁に定期的にシャンプーする必要がある。
【０００３】
　シャンプーは、過剰な汚れや皮脂を除去することによって毛髪を清潔にするものである
。しかしながら、シャンプーは毛髪を、濡れた、もつれた、及び一般には扱いにくい状態
にすることがある。毛髪がいったん乾燥すると、毛髪の天然油分、他の天然コンディショ
ニング成分及び潤いを与える成分が除去されるため、毛髪は、乾燥し、荒れて、光沢のな
い、又は縮れた状態になることが多い。毛髪は乾燥時に高レベルの静電気にさらされる可
能性があり、これによって櫛通りが妨げられ、結果として「まとまりのない（fly-away）
毛髪」と一般的に称される状態に陥るか、「枝毛」という望ましくない現象の一因となる
。更に、毛髪のパーマ、脱色又は染色などの化学処理も毛髪を傷めるとともに、毛髪を乾
燥させ、荒れて、光沢のない、傷んだ状態にしてしまう可能性がある。
【０００４】
　毛髪のコンディショニングのために、様々な手法が開発されている。毛髪にコンディシ
ョニング効果を付与する一般的な方法は、ヘアコンディショニング組成物の塗布を使用す
ることによる。コンディショニング製剤は、リンスオフ製品又はリーブオン（着けたまま
にしておく（leave-on））製品の形態であってもよく、エマルション、クリーム、ゲル、
スプレー、ムース、オイル、液体、及びセラムの形態であってもよい。
【０００５】
　リーブオン製品の１つは、大量の油性化合物を含みかつ多くの場合に非水性液体製品で
あるヘアオイル製品である。例えば、国際公開第２０１０／０８７００４号は、二塩基酸
のエステル化合物、及び揮発性油、エステル油、炭化水素油、動物油又は植物油、及びシ
リコーン油からなる群から選択される１種以上の油を含む、油性頭髪用化粧品に関する。
油性頭髪用化粧品は、傷んだ髪に対する高い改善効果及び優れた使用感を有するといわれ
ている。この国際公開は、実施例１において、５．０％のコハク酸ビス－ジエチレングリ
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コールエチルエーテル、４５％のイソドデカン、３．０％のパルミチン酸イソプロピル、
１０％の鉱油、１０％のシクロメチコン、２．５％のジメチコーン（１０ｍＰａ・ｓ）、
及び２０％のエタノールを含む、ヘアオイルを開示している。この国際公開は、実施例３
において、１５％のコハク酸ビス－ジエチレングリコールエチルエーテル、４０％のイソ
ヘキサデカン、２０．４５％の鉱油、２％のスクアラン、３％のツバキ油を含む、ヘアオ
イルを開示している。
【０００６】
　改善された乾燥コンディショニング効果を提供するそのような組成物の必要性が存在し
た。乾燥コンディショニング効果を改善する方法の１つは、不揮発性シリコーンコンディ
ショニング剤の添加であり得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２０１０／０８７００４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、驚くべきことに、不揮発性シリコーンコンディショニング剤を添加する
と、特に運搬中及び／又は使用中に一部のヘアオイル組成物中に泡が観察されることが本
発明の発明者らによって見出された。かかる泡は、そうした泡を洗浄効果の表れであると
考える一部の消費者にとって望ましくない。したがって、そうした発泡を低減させながら
乾燥コンディショニング効果を提供するヘアオイル組成物の必要性が存在する。
【０００９】
　状態調節された触感及び低減した粘着性／脂っぽさを提供し、かつ透明な製品外観を有
するヘアオイル組成物の必要性も存在する。
【００１０】
　これらの既存の技術は、本発明の有利点及び利益の全てを提供するものではない。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は非水性ヘアケア組成物を目的とし、該非水性ヘアケア組成物は、
　該組成物の３０重量％～６０重量％の、３７．８℃で０．５ｍｍ2・ｓ-1～１０ｍｍ2・
ｓ-1の粘度を有する揮発性イソパラフィン、
　該組成物の１５重量％～４０重量％の、３７．８℃で１０ｍｍ2・ｓ-1～３０ｍｍ2・ｓ
-1の粘度、及び２５℃で０．８０～０．８４の相対密度を有する第１の不揮発性鉱油、及
び
　該組成物の５重量％～２０重量％の、３７．８℃で４５ｍｍ2・ｓ-1～１００ｍｍ2・ｓ
-1の粘度、及び２５℃で０．８４７～０．８９の相対密度を有する第２の不揮発性鉱油、
からなる基油を該組成物の６５重量％～９９．９重量％、並びに
　該組成物の０．１重量％～１５重量％の、２５℃で２００ｍｍ2・ｓ-1以上の粘度を有
する不揮発性シリコーンコンディショニング剤を含み、
　該不揮発性シリコーン化合物が、式：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

［式中、Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキルであり、ａは１であ
り、ｎは１００～１，８００の数であり、ｍは０であり、Ｒ1は一般式ＣｑＨ2qＬ（式中
、ｑは２～８の値を有する整数であり、Ｌは－Ｎ（Ｒ2）2（式中、Ｒ2は、水素、フェニ
ル、ベンジル、又は飽和炭化水素基であり、Ａ-はハロゲン化物イオンである）である）
に一致する一価の基である］を有するアミノシリコーンであり、
　該揮発性イソパラフィン対該第１及び第２の不揮発性鉱油の合計の重量比が、１：０．
５～１：１．５である、かつ
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　該第１の不揮発性鉱油対該第２の不揮発性鉱油の重量比が、１：０．２～１：０．８で
ある、ヘアケア組成物である。
【００１２】
　本発明のヘアケア組成物は、シリコーンコンディショニング剤を含有することによって
改善された乾燥コンディショニングを提供すると同時に、発泡の低減をもたらす。本発明
のヘアケア組成物はまた、状態調節された触感及び低減した粘着性／脂っぽさを提供し、
かつ透明な製品外観を有する。
【００１３】
　本発明の前述及びその他の特徴、態様及び利点は、以下の説明及び添付の特許請求の範
囲を読むことで、よりよく理解される。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する特許請求の範囲をもって結論と
するが、本発明は、以下の記載から更に十分に理解されるものと考えられる。
【００１５】
　本明細書では、「含む」とは、最終結果に影響を及ぼさない、他の工程及び他の成分を
追加し得ることを意味する。この用語は、用語「～からなる」及び用語「本質的に～から
なる」を包含する。
【００１６】
　特に断らないかぎり、比率、部、及び比はすべて、本発明の組成物の総重量に基づく。
全てのこのような重量は、提示された成分に関する場合、活性成分の濃度に基づき、した
がって市販材料に包含される場合のあるキャリア又は副生成物を包含しない。
【００１７】
　本明細書において、「混合物」は、複数種類の材料の単純な組み合わせ、及び結果とし
てそのような組み合わせから生じることがあるあらゆる化合物を包含するように意図され
ている。
【００１８】
　組成物
　本発明の組成物は、揮発性イソパラフィン、
　３７．８℃で約５ｍｍ2・ｓ-1～約３０ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有し、かつ２５℃で約０．
８０～約０．８４の相対密度を有する第１の不揮発性鉱油、及び
　３７．８℃で約４５ｍｍ2・ｓ-1～約１００ｍｍ2・ｓ-1の粘度、及び２５℃で約０．８
４７～約０．８９の相対密度を有する第２の不揮発性鉱油、からなる基油を約６５％～約
９９．９％、並びに
　２５℃で約２００ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有する不揮発性シリコーンコンディショニング
剤を約０．１％～約１５％を含む非水性ヘアケア組成物である。
【００１９】
　この特定の基油により、本発明の組成物は、シリコーンコンディショニング剤を含有し
ながら発泡が低減し、低減したべたっとした／油っぽい感触と、高い粘性によってもたら
され得る状態調節された触感との間のバランスをもたらし、かつ、上記の揮発性イソパラ
フィン、第１の不揮発性鉱油、及び第２の不揮発性鉱油のうちの１つを有さないもののよ
うな他の基油に比べて透明な製品外観を有すると考えられる。
【００２０】
　更に、低／高粘度及び密度を有する第１／第２の不揮発性鉱油の使用は、中間の粘度及
び密度を有する不揮発性鉱油の使用に比べて、シリコーンコンディショニング剤を可溶化
しながら発泡の低減をもたらし、更には、低温で改善された安定性、特に改善されたシリ
コーン溶解性をもたらすと考えられる。
【００２１】
　非水性組成物
　本発明の組成物は、非水性組成物である。本明細書において非水性組成物とは、組成物
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が水を実質的に含まないことを意味する。本発明では、「組成物が水を実質的に含まない
」とは、組成物が水を含まないか、又は組成物が水を含有する場合、水の濃度が非常に低
いことを意味する。本発明では、水の濃度は、含まれる場合、組成物の１重量％以下、好
ましくは０．５重量％以下、より好ましくは０．３重量％以下、更により好ましくは０．
１重量％以下、更により好ましくは０重量％である。
【００２２】
　濁度
　本発明の組成物は、均質で透明な製品外観、即ち、均質で透き通る製品外観を有する。
【００２３】
　好ましくは、本発明の組成物は、２５℃で２．０ＮＴＵ以下、１．５ＮＴＵ以下、より
好ましくは１．０ＮＴＵ以下、更により好ましくは０．７ＮＴＵ以下の濁度を有する。更
に好ましくは、本発明の組成物は、５℃で少なくとも１時間にわたり保存した後でさえも
、２５℃で上記の濁度を有する。透過率はＨＡＣＨ　２１００Ｎ濁度計を使用して測定さ
れる。
【００２４】
　均質で透明な製品外観の観点では、本発明の組成物に対して実質的に不溶性である成分
の濃度を制御することが好ましい。「実質的に不溶性である」化合物は、以下を意味する
：
　化合物が、用いられる濃度で組成物に対して実質的に不溶性であり；且つ
　用いられる濃度の化合物を含有するとき、組成物が、（ｉ）例えば、相分離により不均
質であるか、又は（ｉｉ）均質であるが、より高い濁度を有する、即ち、２５℃で２．０
ＮＴＵ超（２．０ＮＴＵを含まない）、好ましくは１．５ＮＴＵ超（１．５ＮＴＵを含ま
ない）、より好ましくは１．０ＮＴＵ超（１．０ＮＴＵを含まない）、更により好ましく
は０．７ＮＴＵ超（０．７ＮＴＵを含まない）の濁度を有する。
【００２５】
　このような実質的に不溶性である化合物としては、更に、脂肪族化合物、例えば：セチ
ルアルコール及びステアリルアルコール等の２５℃以上の融点を有する脂肪族アルコール
、ステアリン酸等の２５℃以上の融点を有する脂肪酸、２５℃以上の融点を有する、脂肪
族アルコール及び脂肪酸のエステル及びエーテル等の脂肪族アルコール及び脂肪酸の誘導
体、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００２６】
　より好ましくは、本発明の組成物は、このような実質的に不溶性である化合物を実質的
に含まない。本発明では、組成物が実質的に不溶性である化合物を「実質的に含まない」
とは、組成物が、実質的に不溶性である化合物を含まないか、又は組成物が実質的に不溶
性である化合物を含有する場合、このような実質的に不溶性である化合物の濃度が非常に
低いことを意味する。本発明では、このような実質的に不溶性である化合物の濃度は、含
まれている場合、１．０％以下、好ましくは０．５％以下、より好ましくは０．３％以下
、更により好ましくは０．１％以下、更により好ましくは０％である。
【００２７】
　界面活性剤は実質的に含まない
　好ましくは、本発明の組成物は、製品の透明性及び／又は製品の望ましくない発泡性の
低減の観点から、界面活性剤を実質的に含まない。
【００２８】
　かかる界面活性剤としては、５以上のＨＬＢを有するアニオン性界面活性剤、カチオン
界面活性剤、両性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこ
れらの混合物が挙げられる。５以上のＨＬＢを有するかかる非イオン性界面活性剤として
は、例えば、ラウレス－３などのラウリルアルコールのエーテルなどの脂肪族アルコール
のエーテル（約８のＨＬＢを有する）、ラウリルアルコールのエステルなどの脂肪族アル
コールのエステルが挙げられる。
【００２９】



(6) JP 5866438 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

　本発明では、「組成物が界面活性剤を実質的に含まない」とは、組成物が界面活性剤を
含まないか、又は組成物が界面活性剤を含有する場合には、界面活性剤の濃度が非常に低
いことを意味する。本発明では、かかる界面活性剤の総濃度は、含まれる場合、組成物の
好ましくは０．１重量％以下、より好ましくは０．０１重量％以下、更により好ましくは
０．００１重量％以下、更により好ましくは０．０００５重量％である。
【００３０】
　基油
　本発明の組成物は基油を含む。基油は、組成物の約６５重量％～約９９．９重量％、約
７０重量％～約９９．８重量％、より好ましくは約７５重量％～約９９．５重量％、更に
より好ましくは約８０重量％～約９９重量％、更により好ましくは約８５重量％～約９８
重量％の濃度で含まれる。
【００３１】
　本明細書で有用な基油は、揮発性イソパラフィン、第１の不揮発性鉱油、及び第２の不
揮発性鉱油からなり、これらについては以下に詳細に説明がなされる。
【００３２】
　本発明では、揮発性イソパラフィン対第１及び第２の不揮発性鉱油の合計の重量比が、
約１：０．２～約１：２、より好ましくは約１：０．５～約１：１．５、更により好まし
くは約１：０．７５～約１：１．２の範囲内であるのが好ましい。
【００３３】
　本発明では、第１の不揮発性鉱油対第２の不揮発性鉱油の重量比は、約１：０．０５～
約１：５、より好ましくは約１：０．１～約１：２、更により好ましくは約１：０．２～
約１：１．５、更により好ましくは約１：０．２～約１：０．８の範囲内であるのが好ま
しい。
【００３４】
　揮発性イソパラフィン
　揮発性イソパラフィンは、組成物の好ましくは約３０重量％～約９０重量％、より好ま
しくは約４０重量％～約７５重量％、更により好ましくは約４０重量％～約６０重量％の
濃度で含まれ得る。
【００３５】
　本明細書で有用な揮発性イソパラフィンは、３７．８℃で、好ましくは約０．５ｍｍ2

・ｓ-1～約５０ｍｍ2・ｓ-1、より好ましくは約０．８ｍｍ2・ｓ-1～約４０ｍｍ2・ｓ-1

、更により好ましくは約１ｍｍ2・ｓ-1～約３０ｍｍ2・ｓ-1、更により好ましくは約１．
５ｍｍ2・ｓ-1～約２０ｍｍ2・ｓ-1、更により好ましくは約１．５ｍｍ2・ｓ-1～約１０
ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有する。２以上のイソパラフィン系炭化水素溶剤を用いる場合、イ
ソパラフィン系炭化水素溶剤の混合物が上記粘度を有することが好ましい。
【００３６】
　好ましくは、本明細書で有用な揮発性イソパラフィンは、約８～約２０個の炭素原子、
より好ましくは約８～約１６個の炭素原子、更により好ましくは約８～約１２個の炭素原
子、更により好ましくは約１０～約１２個の炭素原子を有するものである。
【００３７】
　本発明では、好ましい揮発性イソパラフィンとしては、例えば、イソブテンの三量体、
四量体、及び五量体、並びにこれらの混合物が挙げられる。市販のイソパラフィン系炭化
水素は、その重合度の分布を有し得、例えば、三量体、四量体、及び五量体の混合物であ
ってもよい。本明細書において四量体とは、四量体が最も高い含量を有する、即ち、四量
体が好ましくは７０％以上、より好ましくは８０％以上、更により好ましくは８５％以上
含まれる市販のイソパラフィン系炭化水素を意味する。
【００３８】
　第１の不揮発性鉱油
　第１の不揮発性鉱油は、組成物の好ましくは約５重量％～約５５重量％、より好ましく
は約１５重量％～約５０重量％、更により好ましくは約２５重量％～約４５重量％、更に
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より好ましくは約３０重量％～約４０重量％の濃度で含まれる。
【００３９】
　本明細書で有用な第１の不揮発性鉱油は、３７．８℃で約５ｍｍ2・ｓ-1～約３０ｍｍ2

・ｓ-1、好ましくは約８ｍｍ2・ｓ-1～約２０ｍｍ2・ｓ-1、より好ましくは約１０ｍｍ2

・ｓ-1～約１５ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有する。本明細書で有用な第１の不揮発性鉱油はま
た、２５℃で約０．８０～約０．８４、好ましくは約０．８１～約０．８３６、より好ま
しくは約０．８１５～約０．８３４の相対密度を有する。
【００４０】
　第２の不揮発性鉱油
　第２の不揮発性鉱油は、組成物の好ましくは約１重量％～約２５重量％、より好ましく
は約５重量％～約２０重量％、更により好ましくは約７重量％～約１８重量％の濃度で含
まれる。
【００４１】
　本明細書で有用な第２の不揮発性鉱油は、３７．８℃で約４５ｍｍ2・ｓ-1～約１００
ｍｍ2・ｓ-1、好ましくは約５５ｍｍ2・ｓ-1～約８５ｍｍ2・ｓ-1、より好ましくは約６
５ｍｍ2・ｓ-1～約７５ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有する。本明細書で有用な第２の不揮発性鉱
油はまた、２５℃で約０．８４７～約０．８９、好ましくは約０．８５～約０．８８５、
より好ましくは約０．８５０～約０．８７５の相対密度を有する。
【００４２】
　エステル
　本発明の組成物は、エステルを更に含有し得る。エステルは、状態調節された触感及び
製品安定性の間のバランスの観点から、約０．１重量％～約２５重量％、好ましくは約０
．５重量％～約１５重量％、より好ましくは約１重量％～約１０重量％、更により好まし
くは約１重量％～約５重量％で組成物に含まれ得る。
【００４３】
　本明細書で有用なエステルは、３以下のＨＬＢを有するものであり、かつ室温で液体で
ある。本明細書で有用なエステルは、例えば、Ｃ１２～１８脂肪酸のメチルエステル及び
これらの混合物からなる群から選択されるものである。かかるエステルとしては、例えば
、パルミチン酸メチル、ステアリン酸メチル、オレイン酸メチル、リノール酸メチル、及
びラウリン酸メチルが挙げられる。中でも、ステアリン酸メチルが本発明で好ましく用い
られる。こうしたエステルは、シリコーンコンディショニング剤が本発明の基油に溶解す
るのを助けると考えられる。
【００４４】
　シリコーンコンディショニング剤
　本発明の組成物はシリコーンコンディショニング剤を含む。シリコーンコンディショニ
ング剤は、摩擦低減などの乾燥コンディショニング効果をもたらす観点から、組成物の約
０．１重量％、好ましくは約０．２重量％、より好ましくは約０．５重量％から、コンデ
ィショニング効果及び／又は製品の透明性の観点から、組成物の約１５重量％まで、好ま
しくは約１０重量％まで、より好ましくは約８重量％まで、更により好ましくは約５重量
％までの濃度で含まれる。
【００４５】
　本明細書で有用なシリコーンコンディショニング剤は不揮発性であり、好ましくは２５
℃で液体である。本明細書で有用なシリコーンコンディショニング剤は、コンディショニ
ング効果を提供する観点から、２５℃で約２００ｍｍ2・ｓ-1以上、好ましくは約２００
～約３００，０００ｍｍ2・ｓ-1、より好ましくは約２００～約５０，０００ｍｍ2・ｓ-1

の見かけ粘度を有する。
【００４６】
　本明細書で有用なシリコーンコンディショニング剤は疎水性であり、約８以下、好まし
くは５以下のＨＬＢを有するものである。
【００４７】
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　本明細書で有用なシリコーンコンディショニング剤は、好ましくは、非エマルションの
形態である。
【００４８】
　アミノシリコーン
　本発明では、シリコーンコンディショニング剤は、好ましくはアミノシリコーンである
。好ましくは、本明細書において有用なアミノシリコーンは、摩擦低減効果の観点では、
約０．１２ｍ　ｍｏｌ／ｇ未満、より好ましくは約０．１ｍ　ｍｏｌ／ｇ未満、更により
好ましくは約０．０８ｍ　ｍｏｌ／ｇ未満、更により好ましくは約０．０６ｍ　ｍｏｌ／
ｇのアミン含量を有する。驚くべきことに、アミノシリコーン中の窒素（アミン官能基）
の濃度が高いと、摩擦の減少が少ない傾向があり、結果としてアミノシリコーンから得ら
れるコンディショニング効果も低くなることが分かった。
【００４９】
　本明細書において有用なアミノシリコーンは、一般式（Ｉ）に一致するアミノシリコー
ンである：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

　［式中、Ｇは水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキル、好ましくはメチル
であり、ａは１～３の値を有する整数、好ましくは１であり、ｂは０、１又は２、好まし
くは１であり、ｎは１～２，０００、好ましくは１００～１，８００、より好ましくは３
００～８００、更により好ましくは５００～６００の数であり；ｍは０であり、Ｒ1は一
般式ＣｑＨ2qＬ（式中、ｑは２～８の値を有する整数であり、Ｌは以下の基：－Ｎ（Ｒ2

）ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ（Ｒ2）2、－Ｎ（Ｒ2）2、－Ｎ（Ｒ2）3Ａ
－、－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－Ｃ

Ｈ2－ＮＲ2Ｈ2Ａ
－（式中、Ｒ2は水素、フェニル、ベンジル、又は飽和炭化水素基であり

、好ましくは約Ｃ1～約Ｃ20のアルキル基であり、Ａ－はハロゲン化物イオンである）か
ら選択される）と一致する一価の基である］。Ｌは、好ましくは、－Ｎ（ＣＨ3）2又は－
ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2である。
【００５０】
　１つの非常に好ましいアミノシリコーンは、式（Ｉ）（式中、ｍ＝０であり、ａ＝１で
あり、ｑ＝３であり、Ｇ＝メチルであり、ｎが好ましくは約１４００～約１７００、より
好ましくは約１６００であり；Ｌが－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2

である）に一致するアミノシリコーンである。別の更に非常に好ましいアミノシリコーン
は、式（Ｉ）（式中、ｍ＝０であり、ａ＝１であり、ｑ＝３であり、Ｇ＝メチルであり、
ｎが好ましくは約４００～約８００、より好ましくは約５００～約６００であり；Ｌが、
－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2である）に一致するアミノシリコー
ンである。
【００５１】
　このような好ましいアミノシリコーンは、末端アミノシリコーンとも呼ばれる場合があ
るが、それは、シリコーン鎖の一端又は両端が窒素含有基で終端するためである。驚くべ
きことに、このような末端アミノシリコーンは、グラフトアミノシリコーンと比較して、
改善された摩擦減少がもたらされることも分かっている。
【００５２】
　追加の構成成分
　本発明の組成物は他の追加的な構成成分を含んでもよく、それは最終的な製品の所望の
特性によって当業者により選択されてもよく、それは組成物をより美容的又は審美的に許
容可能なものにしたり、付加的な使用による利益を組成物に提供するのに好適なものであ
る。このようなその他の追加成分は、一般に、組成物の約０．００１重量％～約１０重量
％、好ましくは約５重量％以下の濃度で個々に使用される。
【００５３】
　他の多種多様な追加的な成分が本組成物に配合可能である。これらとしては、他のコン
ディショニング剤、例えばＨｏｒｍｅｌから入手可能な商標名Ｐｅｐｔｅｉｎ　２０００
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の加水分解コラーゲン、Ｅｉｓａｉから入手可能な商標名Ｅｍｉｘ－ｄのビタミンＥ、Ｒ
ｏｃｈｅから入手可能なパンテノール、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテニルエチルエー
テル、加水分解ケラチン、タンパク質、植物抽出物、及び栄養素；防腐剤、例えば、ベン
ジルアルコール、メチルパラベン、プロピルパラベン及びイミダゾリジニル尿素；着色剤
、例えば、食品、医薬品及び化粧品用又は医薬品及び化粧品用染料のいずれか；香料；並
びにふけ防止剤、例えば、ジンクピリチオン及びサリチル酸が挙げられる。
【００５４】
　製品形態
　本発明のヘアケア組成物は、ヘアコンディショニング及び／又はヘアスタイリング製品
等であってよい。
【００５５】
　本発明のヘアケア組成物は、好ましくは、リーブオン製品の形態であり、ゲル、スプレ
ー、オイル、液体、及びセラムが挙げられるがこれらに限定されない広範な製品形態に配
合することができる。好ましくは、本発明の組成物は、オイル、液体、及びセラム等の液
体形態である。
【００５６】
　使用方法
　リーブオン形態の場合、ヘアケア組成物は、好ましくは、毛髪を乾燥させる前に濡れた
又は湿った毛髪に塗布される。このようなヘアケア組成物を毛髪に塗布した後、毛髪を乾
燥させ、ユーザの嗜好に従ってスタイリングする。あるいは、ヘアケア組成物を既に乾燥
している毛髪に塗布してもよく、次いで、毛髪をとかすか又はスタイリングし、ユーザの
嗜好に従って乾燥させる。
【実施例】
【００５７】
　以下の実施例は、本発明の範囲に含まれる実施形態を更に説明及び実証するものである
。これらの実施例はあくまで例示を目的として与えられるものであって、本発明を限定す
るものとして解釈されるべきではない。実施例には、本発明の趣旨及び範囲から逸脱する
ことなく多くの変形例が可能である。成分は、適用できる場合は、化学名又はＣＴＦＡ名
称で識別され、そうでない場合には以下で定義される。
【００５８】
【表１】

【００５９】
　構成成分の定義
　*１　揮発性イソパラフィン：３７．８℃で１．４ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有するイソブテ
ンの三量体
　*２　第１の不揮発性鉱油：３７．８℃で約１１～１４ｍｍ2・ｓ-1の粘度、及び２５℃
で約０．８２０～０．８３１の相対密度を有する
　*３　第２の不揮発性鉱油：３７．８℃で約６５～７５ｍｍ2・ｓ-1の粘度、及び２５℃
で約０．８５２～０．８７２の相対密度を有する
　*４　不揮発性鉱油：３７．８℃で約４０ｍｍ2・ｓ-1の粘度、及び２５℃で約０．８３
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８～０．８５３の相対密度を有する
　*５　アミノシリコーン：２５℃で約１０，０００ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有し、次式：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

　［式中、Ｇはメチルであり；ａは、１の整数であり；ｎは、４００～約６００の数であ
り；ｍは、０の整数であり；Ｒ1は、一般式ＣｑＨ2qＬ（式中、ｑは、３の整数であり、
Ｌは、－ＮＨ2である）に一致する一価の基である］を有する、ＧＥ社から入手可能な末
端アミノシリコーン。
　*６　ジメチコーン流体：２５℃で１８，０００，０００ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有するジ
メチコーン対２００ｍｍ2・ｓ-1の粘度を有するジメチコーンの１５％／８５％混合物
　*７　エステル：ステアリン酸メチル（Methy stearate）
【００６０】
　作製方法
　上記に示す「実施例１」～「実施例４」及び「実施例ｉ」～「実施例ｉｉｉ」のヘアコ
ンディショニング組成物は、当該技術分野において周知である任意の従来法によって調製
することができる。これらは、次のようにして好適に調製される。
【００６１】
　シリコーンコンディショニング剤、及びエステル（含まれる場合）を、均質になるまで
室温で攪拌しながら基油に加える。含まれる場合、香料等の他の成分を、撹拌しながら混
合物に添加する。
【００６２】
　特性及びコンディショニング効果
　濁度は上記方法により測定される。上記の組成物のいくつかに関し、発泡性及び／又は
安定性を次の方法により評価する。評価結果を上に示す。
【００６３】
　発泡性
　該組成物を１０ｍＬ適用したときの発泡性を、６人のパネリストが評価する。
　Ｃ：対照
　Ｃ１：同等対対照
　△：１～２人のパネリストが、対照と比較して該組成物が発泡を引き起こしたと回答し
た。
　×：３～６人のパネリストが、対照と比較して該組成物は発泡を引き起こしたと回答し
た。
【００６４】
　安定性
　５℃で１時間保管した後の２５℃における組成物の外観によって安定性を評価する。
　○：相分離は観察されない及び／又は２．０を下回る濁度が測定された
　×：相分離が観察された及び／又は５．０を上回る濁度が測定された
【００６５】
　実施例１～４は、リーブオン（着けたままにしておく（leave-on））用途に特に有用な
本発明のヘアコンディショニング組成物である。前述の「実施例１」～「実施例４」によ
り開示され、表される実施形態は、多くの利点を有する。例えば、これら組成物は、シリ
コーンコンディショニング剤を含有することによって改善された乾燥コンディショニング
を提供すると同時に、発泡の低減をもたらす。これら組成物はまた、状態調節された触感
及び低減した粘着性／脂っぽさを提供し、かつ透明な製品外観を有する。これら組成物は
また、改善された安定性、特に室温で改善されたシリコーン溶解性をもたらす。
【００６６】
　このような利点は、本発明の実施例と「比較例ｉ」～「比較例ｉｉｉ」とを比べること
により理解することができる。例えば、「比較例ｉ」の組成物は、本発明の「実施例３」
の組成物に比べて、高い発泡性を有する。例えば、「比較例ｉｉ」の組成物は透明な製品
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外観を有さない。例えば、「実施例１」～「実施例４」の組成物は、「比較例ｉｉｉ」の
組成物に比べて改善された安定性を有する。
【００６７】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示した寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図したもので
ある。本明細書に開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく限定されるも
のとして理解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれ
ぞれは、記載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとす
る。例えば、「４０ミリメートル」として開示される寸法は、「約４０ミリメートル」を
意味するものである。
【００６８】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願を含む、本願に引用される全て
の文書を、特に除外すること又は限定することを明言しないかぎりにおいて、その全容に
わたって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示
又は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、ま
た、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにお
いて、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもの
でもない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み
込まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語
に割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【００６９】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
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